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[著者] 

清水ヒデキ豪援隊隊長 

弁護士・移民コンサルタント

（MARN:9900985） 

「オーストラリアから日本を援

けよう」と豪援隊発足。16歳

で単身オーストラリアに留

学。その後、ボンド大学を卒

業し、QLD州弁護士資格取

得。長年に渡り、日本人なら

びに日系企業、世界各国の

クライアントのコンサルタント

業務に従事。 
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今月の視点  － 熊本・大分震災 
 

九州に起こった地震により被害を被られた被害者の方には、心よりお見舞い申し上げます。一

日も早い復興を願っております。 
 

春の嵐が吹き荒れたような 4月でした。 
 

それにしても、4月末の潜水艦のニュースに関しては、注目記事でも取り上げましたが、改め

て中国外交のしたたかさを感じた気がします。順風満帆と思われたターンブル首相も、ここにき

て、その神通力が切れてきたのか、いまいち支持率がまとまりません。5月に発表される予算

案で人気回復といきたいところですが、人気回復だけ目的の中途半端な予算案に終わりそう

な気配です。ターンブル政権も潜水艦と同じように、深く潜り始めるのでしょうか？？ 
 

1．「パパの嘘つき！」 

日本帰国中の 3月末、桜の開花がいよいよかとニュースでも伝え始めていた頃、こんなショッ

キングな一言を娘から言われてしまいました。正に、可愛い娘から言われたこの一言に頭の中

では、「タリラー、鼻から牛乳。。。」（古すぎか？）が流れ、目の前は正に真っ暗、その場に膝か

ら崩れ落ちていくという。。。ことはありませんでしたが、これが日本に帰国中、娘から言われた

一言でありました。子供にこれを言われることは、親としては一番辛いですよね。 

その発端は、当方が何気なく言った一言にありました。日本帰国前に、持っていく服装に関して

妻から聞かれた筆者。「もうすぐ、桜も咲くそうだし、朝晩は少し長袖くらいで、昼間は十分ポカ

ポカ陽気で、一番過ごしやすい時期だよ」と、何も調べずに返答してしまいました。30度以上

の気温が続いているオーストラリアから春先の日本へと移動を考えている際には、感覚的に日

本がそれほど寒いということを頭が受け入れておりませんでした。 

しかし、子供に嘘つき呼ばわりされても仕方のないくらい、今年の春先の日本滞在中は寒い日

が続きました。そこで、子供から言われたのが冒頭の一言でありました。嘘をつくつもりはまっ

たくありませんでしたが、20年近く春先の日本を経験していなかった筆者、すっかり日本ずれ

していたようです。 

そのため、日本到着早々、最近ブリスベンにも進出した某服屋さんに直行して冬物を買い込ん

だことは言うに及びません。 
 

2．久しぶりのお花見 

20年ぶりに桜の開花時期に日本に居るという幸運に恵まれました。満開の桜を見ながらのお

花見、夜は夜で夜桜見物。実物の桜を始めてみる子供たちも、桜が満開に咲いているさまに

は感動をしていたようでしたが、それよりも花見に訪れた場所に並んでいる屋台で売られてい

る様々な食べ物の方に興味があったようです。まさに「花より団子」の子供たちの初花見体験

でした。  
 

3．久しぶりの東京 

4月は、久しぶりに東京にも行って参りました。その昔、東京は日本語の「東京」よりも、英語の

TOKYOが似合うという話をきいたことがありますが、今回久々に見た東京はまさに国際都市

TOKYOでした。至る所に外国人が当たり前のようにいて、まさに TOKYOという街の一つの

パーツをなしていました。2020年の東京オリンピックに向けて、街はすでに準備を始めている

ようです。仕事の合間に築地、浅草、原宿といった場所も訪れましたが、日本人よりも外国人 

今月のジョーク 其の壱      （ジョーク集より） 
 

尊い命 

若い娘が分不相応なゴージャス毛皮を着て歩いて

いた。それを見た中年の女が娘に向かって言っ

た。「あなたがその毛皮を着ているということは、尊

い命が消えたっていうことなのよ？いったい何の命

が消えたのか、あなたは分かっているの？」すると

娘は答えた。 「叔母のルイーズよ」 
 
 
 
 

今月の名言 其の壱  （名言集より） 
 

You’ll never find a rainbow if 

you’re looking down. （下を向いてい
たら、虹を見つけることは出来ない） 
 
 
 

Charlie Chaplin  

チャーリーチャップリン （1889~1977） 

英国俳優、脚本家、コメディアン              
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観光客の方が多いのではという錯覚を起こすほど、訪日外

国人の数は多いようです。日本を知ってもらうという意味で

は、大変良いことですね。 
 

4．プリンスの死 

4月はショッキングなニュースが多い月でもありました。歌手

のプリンス氏が亡くなるというニュースを聞いたときは、大変

驚きました。最近、あまり見かけなかったなあと思っておりま

したが、そんな矢先の訃報でありました。プリンス氏といえ

ば、類まれなる才能から生み出されるジャンルを問わない曲

の数々、そしてプリンス氏の見る人を魅了してやまないステ

ージでした。筆者も、数年前プリンス氏がオーストラリアコン

サートを行った際に観に行きましたが、今までのどんなアー

ティストのコンサートよりも、プリンス氏のコンサートは観客の

巻き込み方の妙は勝っておりました。こうして、自分の青春

時代を彩ってくれたアーティストの訃報を聞くようになったと

いうことは、それだけ我々も歳をとったということですね。トホ

ホ 😑 
 

5．ANZACデイ 

毎年 4月 25日は ANZACデイとして、オーストラリアでは祖

国のために命をかけて戦ってくれた軍人の方々へ敬意を表

してお祝いをする日でありました。毎年、この日になりますと

オーストラリアの敵国として戦った日本人としては、若干肩身

が狭く思える日でもあります。しかし、いつも思うことは国の

ために命をかけた軍人の方々のご苦労を国をあげて、きち

んとねぎらうことができることは、当然のことながら素晴らし

いということです。これは戦争を美化する意味ではなく、祖国

のために尽力された諸先輩方への畏敬の念を素直に示すこ

とができることへの憧れであります。 

 
 

頑張れ熊本！   
 
 

熊本・大分の地震では、たくさんの人がそ

の被害にあわれたということで、心より皆様

のご無事と早い復興を願っております。そこ

で、今回は熊本頑張れというネタをいくつ

か。 
 
 
 
 
 

聞いた話 熊本編その 1 
 

その昔、東京生まれの方が熊本に転勤となり、その際に熊

本弁にさんざん苦労されたそうです。そのなかでも、まったく

理解できなかったのが、「つ」という方言で、それは熊本弁で

「かさぶた」のことだそうです。なぜ、熊本では「かさぶた」が

「つ」というのか、いろいろと調べたそうですが、なかなか見つ

からなかったそうです。そんな時、ばってん荒川さん（なつか

しい）とお会いすることがあり、「つ」の謎について聞いたそう

です。そうすると、荒川さんはそんな事は簡単なことと言い、

血（ち）がでたら、その次は「つ」でしょう。だから、かさぶたは

「つ」と答えたとか。本当か、どうかわかりませんが、さすがは

荒川さんというお話です。 
 
 

聞いた話 熊本編その 2 
 

東京の理髪店で、洗髪の途中「どこか痒い 

ところはありませんか？」と聞かれて、「ナカ 

です！」と応え、「中のほうですね」と搔いて 

くれたとのこと。「ナカです」とは「無かです」 

のつもりだったという、嘘のような本当の話だそうです。 
 
 

聞いた話 熊本編その 3 
 

私は小さいながらも都内に事務所を構え

る経営者ですが、ある時電話に出た女性

事務員が、「いいえ、当社の社長は男性で

すが・・・」と答えておりました。何度も尋ね

られたのか、「ですから、何度も申し上げて

いる通り、当社の社長は男性です」とちょっ

と起こった口調になりました。私も何事か 

思い電話を保留にするように指示ました。事務員に何事だと

尋ねたら、「何か変な人なんですが、社長は女ですか、と聞く

んです」と答えました。（もう謎は解りましたか？） 
 

私は仕方なく電話に出て、「代わりました」と言った途端、「わ 

今月の注目記事           （The Australianより）              
 

月末の大きなニュースの一つが潜水艦の話ではなかったで

しょうか。ここ最近のニュースでは日本が一番有利ということ

を、オーストラリアのニュースでも伝えていましたが、「鳶に油

揚げをさらわれる」が如くフランスに潜水艦開発の契約を取

られてしまうという結果となりました。 
 

細かな技術的なことはわかりませんが、日本の潜水艦技術
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ば、はるかに高い技術を保有する日本がなぜフランスに負

けてしまったのか？ 
 

オーストラリアのメディアでは、その点についてどのメディア

も詳しくは伝えていませんでしたが、唯一の説明としては、前

アボット首相が元々日本との関係を重視していたのに比べ

て、現ターンブル首相は日本との関係をそれほど重視してい

ないというのではという推測の報道もありました。豪政府から

も、はっきりとした説明は何もないまま、フランスとの契約が

決まったことだけ知らされた状態でした。そのためか、日本

政府からはオーストラリア政府に対するきちんとした説明を

求める声が強く出ております。しかし、もちろんそれに対して

きちんとした説明はありません。 
 

恐らく、技術という点を考えるのであれば自動車で比較する

のが一番わかりやすいのではないかと思います。日本車を

買うか、ドイツ車、またはフランス車のうつどれを選ぶか、そ

れぞれの特徴はありますが、お値打ちな点と信頼からいけ 
 
 

ば、通常は日本車という選択が必然的であったのでしょう。
しかも、親分であるアメリカからも「日本をよろしくな」と、後押

しを受けていたわけですから、ますます日本は自分のものだ

と思っていたことでしょう。しかし、その結果は期待外れ。 
 

その本当の理由は？？？ 
 

単純にフランスが優れていたからということはない気がしま

すよね。そうなると高性能であり、しかも日米の後押しを受け

た潜水艦が太平洋を航行することを、あまり心よく思わない

国があるとしたら？オーストラリアのとある政治家の息子と

結婚した義理の娘が、とある国の政府高官の娘であったとし

たら。。。そういったいろいろな説得（工作）に豪政府が説き

伏せられたとしたら？なんとなく、釈然としないフランス受注

の理由がわかってくるのではないでしょうか。 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ゴールドコースト事務所 

Suite 222, Level 2, Watermark Hotel & Spa 
3032 Surfers Paradise Blvd, Surfers Paradise QLD 4217 

 

ブリスベン事務所 

Level 5, 262 Adelaide St, Brisbane QLD 4000 
 

E: info@goaustralia-visa.com 
 

<電話でのお問合せ> 

オーストラリアから：07-5570-4542 （月～金 9：00-17：00） 

日本から：03-4283-8484 （日本時間 月～金 8：00-16：00） 

www.goaustralia-visa.com 

るげん事務員な、あたまん悪はにゃあか！俺るが、社長はお

んなっですかて聞きょって、いいえ社長は男てち、訳ん解らん 

こつばかりいうち・・・」と熊本弁丸出しで返ってきました。熊本 

の友人・・・その時点で返す言葉も無く大爆笑です。 
 

「おんなっですか？」「おんなはっですか」・・・・熊本弁を聞い

た事も無く、全く知らない事務員にとっては、「社長はおんなで

すか？」に聞こえるんですね。会話が噛合うわけも無く、事務 

員にとって友人は、「変な人！」友人にとって事務員は、「頭

の悪い事務員」になってしまうんです。その後私は標準語混じ

りの熊本弁で会話をしましたが、事務員は目を真丸にして聞 

いていました。電話を切った後に事務員から、「田舎の方です

か？お話が全く理解できませんでした・・・」と言われました。 
 

この話は、田舎の同級生の語り草になって今では笑い話で

す。 
 

 
  
 
 

今月の新着情報 
 

其の壱 － 学生ビザ 2016年 7月 1日からの変更点 
 

現在、学生ビザは就学するレベルによってサブクラス（SC）が

次のように異なります。 
 

[現行の学生ビザ] 

■ Independent ELICOS Sector visa (SC570) 
■ School Sector visa (SC571) 
■ Vocational Education & Training Sector visa (SC572) 
■ Higher Education Sector visa (SC573) 
■ Postgraduate Research Sector visa (SC574) 
■ Non Award Sector visa (SC575) 
■ Foreign Affairs or Defence Sector visa (SC576) 
■ Student Guardian visa (SC580) 
 
 

ビザ申請における条件ならびに審査手続きの簡素化と適正

化を主な目的とし、2016年 7月 1日以降、学生ビザのサブ

クラスは以下のように統一されることとなります。 
 

[2016年 7月 1日以降の学生ビザ] 

■ Student visa (SC500) 
■ Student Guardian visa (SC590) 
 
 

サブクラスを統一することで審査手続きが簡素化されるとは

いえ、GTE（Genuine Temporary Entrant）という就学の正当

性を判断する審査は益々厳しくなります。過去の滞在歴や学

歴、その他背景を基に、学校選びの段階から専門家による的

確なアドバイスを受けることをお勧めいたします。 
 

---------------------------------------------------------------------------- 
 
 

其の弐 － ノーザンテリトリー準州スポンサーによる永住権 
 

国土の 40%を占めるにも関わらず、全人口の 5%しか居住

者がいないとされているノーザンテリトリー準州ですが、2016

年 7月 1日より Northern Australia Infrastructure Facility 

(NAIF) という 50億豪ドルを借り入れインフラ整備を中心とし

た大規模開発に取り掛かることとなりました。これに伴い、新

しく 63の職種を加えた全 170のノーザンテリトリー職種リス

トを発表。489 Skilled Regional (Provisional) visaならびに  

190Skilled Nominated (Permanent) visa申請者を広く受け

入れる方針です。 
 
 

詳細： ノーザンテリトリー準州公式サイト 
 
 
 

ノーザンテリトリー（Northern Territory） 

オーストラリア北部の準州。人口 20万人。首府はダーウィ

ン。南部の中心都市はアリス・スプリングス。 

今月のジョーク 其の弐          （ジョーク集より） 
 

みんなの願い 
 

ある日突然人々の脳内に直接何者かの声が語り掛けてき

た。「おめでとうございます。第 1655回宝くじに地球が当選

しました。よって地球の方々へのプレゼントとして 1つだけ願

いを叶えてあげましょう。10日後の 10時ちょうどにその願い 

を頭の中で念じてください。最も多かった願いを叶えようと思

います」 

人々は集まり、願い事を何にするか議論した。ある者は「こ

の世界から戦争を無くそう」と言い、ある者は「いや、病気を

根絶すべきだ」と言った。議論は白熱しあっという間に運命

の日となった。皆がわくわくどきどきしながら願い事が何にな

ったのかを待ちわびた。すると脳内に再び声がした。「圧倒

的多数で願い事は決まりました」人々は驚いた。「なんだろ

う、やっぱり平和かな」 

すると脳内の声はこう言 

った。「人間以外の生物 

の多数の意見により人類 

の滅亡です」 
 

今月の英略語 
 
 

メールや SNSなどカジュアルな時に使える知ってて損のない

英略語。ほんの一部をご紹介いたします。  

  

略語 原文 意味 

4 for ～のために 

asap as soon as possible 出来るだけ早く 

cya see you またね 

FYI for your information 参考まで 

IC I see わかりました 

K OK いいよ 

nite night 夜 

OMG Oh, My God オーマイガット 

pls please ～をお願い 

cuz because 何故なら 

luv love 愛（愛している） 

n and そして 

 

mailto:info@goaustralia-visa.com
http://www.goaustralia-visa.com/
http://www.australiasnorthernterritory.com.au/Working/bsm/nt-nominated-general/Pages/skilled-nominated.aspx

